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一般質問（要旨）

県住宅供給公社

田植えを体験する首都圏の高校生生活大県の実現へ

　平成22年第２回定例県議会は、以下
の会期日程で開催されました。

■６月16日(水) 本 会 議
（委員長報告、採決、閉会）

■６月14日(月) 県出資団体等調査特別委員会

■６月10日(木)
　　　11日(金)

常 任 委 員 会

本 会 議■６月３日(木)
（開会・知事提出議案説明）

本 会 議
（一般質問・質疑）

■６月８日(火)
　　　９日(水)

西
野　

一
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

県
北
地
域
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
が
著
し
く
、
働
く
場
の
確
保
な
ど

の｢

産
業
の
活
性
化｣

や｢

交
流
の
拡

大｣

、道
路
な
ど｢

基
盤
イ
ン
フ
ラ
の

整
備｣

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人

材
の
育
成
と
戦
略
的
な
広
報
が
不
可

欠
で
あ
る
。
今
後
の
県
北
地
域
振
興

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

知
事　

県
北
地
域
の
振
興
を
県
政
の

最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
、
地
域
の

発
展
を
図
る
。
企
業
誘
致
の
推
進
、

教
育
旅
行
の
拡
大
や
周
遊
観
光
を
促

進
し
、
観
光
産
業
の
振
興
を
図
る
。

さ
ら
に
、
首
都
圏
を
中
心
に
戦
略
的

な
情
報
の
発
信
を
行
う
。
常
陸
太
田

の
「
ま
い
づ
る
塾
」
な
ど
の
動
き
と

行
政
が
協
調
し
な
が
ら
、
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

議
員　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
急
増
し
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
肉

を
地
域
の
特
産
物
と
し
て
活
用
で
き

れ
ば
、
農
作
物
被
害
の
低
減
と
地
域

振
興
に
役
立
つ
可
能
性
も
あ
る
。
イ

ノ
シ
シ
の
駆
除
推
進
と
食
肉
と
し
て

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
水
産
部
長　

駆
除
推
進
に
つ
い

て
は
、
捕
獲
わ
な
に
対
す
る
助
成
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
捕
獲
目
標
頭
数
を

拡
大
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
肉
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
採
算
が
と
れ
る
イ
ノ
シ

シ
頭
数
の
確
保
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
先
進
事
例
調
査
な
ど
活
用

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

現
在
子
ど
も
た
ち
が
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
機
会
が
少
な
い
。
茨

城
東
高
校
で
は
、
全
校
生
徒
が
ト
イ

レ
掃
除
を
行
う
こ
と
で
生
徒
の
社
会

へ
の
取
り
組
み
方
が
変
わ
っ
た
と
の

こ
と
。
こ
の
よ
う
な
体
験
活
動
の
推

進
が
重
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

各
学
校
に
お
い
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
育
む

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
、
学
校
行
事
へ
の
地
域

住
民
の
参
加
や
地
域
行
事
へ
の
子
供

の
参
加
な
ど
異
世
代
交
流
を
増
や
し
、

体
験
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
、
豊
か

な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
交
流
の
拡
大
に
よ
る
県

北
地
域
の
振
興
、
県
北
地
域
に
お
け

る
森
林
・
林
業
の
再
生
、
下
水
道
汚

泥
な
ど
の
有
効
活
用
な
ど
も
質
問
）

今
後
の
県
北
地
域
振
興
は

県
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
発
展
を
図
る

飯
岡
英
之
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

県
住
宅
供
給
公
社
の
解
散
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
計
画
が
い
ま
だ
に
示

さ
れ
て
い
な
い
。
県
民
の
負
担
を
可

能
な
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
な
方
策

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。
公
社

解
散
の
具
体
的
な
方
向
付
け
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

知
事　

県
が
損
失
補
償
し
て
い
る

公
社
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
最
終
的

に
は
県
が
負
担
せ
ざ
る
を
え
な
い
た

め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
※

の
活
用
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現

在
、
国
や
金
融
機
関
と
の
協
議
を

続
け
て
い
る
。
今
後
も
、
で
き
る
限

り
資
産
売
却
な
ど
に
努
め
る
と
と
も

に
、
解
散
に
向
け
た
手
続
き
な
ど
を

さ
ら
に
急
ぎ
、
第
三
回
定
例
会
に
は

公
社
解
散
に
向
け
た
関
連
議
案
を
提

出
し
た
い
。

議
員　

Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
区
域
の
一
つ

で
あ
る
上
河
原
崎
・
中
西
地
区
に
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
設
置
さ
れ
、
圏
央

道
に
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
れ
ば
、
交

通
利
便
性
は
一
層
高
ま
り
、
つ
く
ば

市
全
体
、
さ
ら
に
は
周
辺
地
域
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
す
る
。
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長　

国
や
つ
く
ば
市
と
調

査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、
今
年

三
月
に
、
本
線
直
結
型
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
の
設
置
を
目
指
す
と
の
方
向
性
を

と
り
ま
と
め
た
。
今
後
は
、
市
が
主

体
と
な
っ
た
検
討
会
で
、
県
も
参
画

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

茨
城
空
港
の
就
航
路
線
が
安

定
的
に
運
航
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は
、

一
年
を
通
し
て
搭
乗
客
を
確
保
で
き

る
状
況
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
経
済
発
展
が
著
し
い
中
国
な
ど

か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
や
路
線
拡
大
に

つ
な
げ
る
よ
う
、
国
際
観
光
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

商
工
労
働
部
長　

就
航
が
表
明
さ
れ

た
中
国
に
つ
い
て
は
、
百
貨
店
や
家

電
量
販
店
な
ど
へ
の
免
税
店
開
設
の

働
き
か
け
の
ほ
か
、
観
光
地
な
ど
を

巡
る
周
遊
バ
ス
の
運
行
な
ど
も
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
観
光
情

報
の
発
信
と
と
も
に
、
サ
イ
エ
ン
ス

ツ
ア
ー
な
ど
を
含
む
旅
行
商
品
づ
く

り
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
口

蹄
疫
に
備
え
た
万
全
の
対
応
な
ど
も

質
問
）

県
住
宅
供
給
公
社
解
散
の
具
体
的
方
向
は

第
三
回
定
例
会
に
は

解
散
関
連
議
案
を
提
出
し
た
い

伊
沢
勝
徳
議
員
（
自
由
民
主
党
）　

本
県
が
引
き
続
き
活
力
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、
夢
と
希
望
と
誇
り

が
持
て
る
将
来
展
望
を
示
し
、
県
民

と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
そ
の
実
現
を

図
る
方
針
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

新
し
い
茨
城
県
総
合
計
画
の
策
定
に
、

ど
の
よ
う
な
考
え
で
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

広
域
交
通
網
を
活
用
し
、
よ

り
一
層
企
業
誘
致
や
産
業
振
興
に
努

め
、
そ
の
活
力
を
生
か
し
て
県
民
が

安
心
、安
全
、快
適
に
暮
ら
せ
る
「
生

活
大
県
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。「
住
み
よ
い
い
ば

ら
き
」「
人
が
輝
く
い
ば
ら
き
」「
活

力
あ
る
い
ば
ら
き
」
づ
く
り
を
進
め

る
と
と
も
に
、
最
先
端
の
科
学
技
術

な
ど
を
活
用
し
、
日
本
が
世
界
の
中

で
重
要
な
地
位
を
維
持
す
る
た
め
の

一
翼
を
担
え
る
県
に
し
た
い
。

議
員　

高
齢
者
の
豊
富
な
知
識
や

人
生
経
験
は
地
域
社
会
の
財
産
で
あ

り
、
そ
れ
ら
を
還
元
で
き
る
よ
う
な
、

高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
所
の
整
備

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て

元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
※
を
充
実
す
べ

き
と
考
え
る
が
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

利
用
者
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
は
、
一
定
の
水
準
を

保
ち
つ
つ
バ
ン
ク
登
録
者
数
を
増
や

す
こ
と
が
課
題
。
広
報
誌
な
ど
に
よ

る
周
知
の
ほ
か
、
市
町
村
の
生
涯
学

習
指
導
者
登
録
制
度
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
事
業
の
拡
大
に
努
め
た
い
。

議
員　

視
覚
障
害
者
の
声
は
行
政
に

届
い
て
い
る
の
か
。
課
題
を
洗
い
出

し
、
と
も
に
解
決
方
法
を
探
る
べ
き
。

県
の
視
覚
障
害
者
支
援
策
を
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長　

視
覚
障
害
者
を
と

新
た
な
県
総
合
計
画
の
策
定
方
針
は

「
生
活
大
県
」
の
実
現
を
目
指
す

り
ま
く
様
々
な
生
活
課
題
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
し
、
解
決
に
向
け
て
取

り
組
む
。
今
年
度
は
、
よ
り
充
実
し

た
料
理
実
習
の
た
め
設
備
の
整
っ
て

い
る
民
間
の
料
理
学
校
を
活
用
す
る

ほ
か
、
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
録
音
図
書
の
Ｃ
Ｄ
化
を
進
め

会
議
、
訓
練
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

な
ど
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
達
成
状
況
と
今
後
の
策
定
方

針
、
新
た
な
茨
城
農
業
改
革
大
綱
の

策
定
、
都
市
計
画
道
路
土
浦
新
治
線

並
び
に
国
道
３
５
４
号
土
浦
バ
イ
パ

ス
の
整
備
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
も

質
問
）

※【第三セクター等改革推進債】…第三セクター、地方公社及び公営企業の抜本改革のため、平成21～25年度の間、特例的に発行できる地方債。
※【元気シニアバンク】…長年培ってきた豊富な知識、経験、技能を持つ高齢者をシニアマスターとして登録し、様々な地域活動に生かしてもらうことを目的とした高齢者人材バンク。
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●
質
問
者


